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1．緒　　営

　Ile痴vig斑（1889，1，90B，ヱ9〔｝8）が核と紬胞の大さの闇に、1：’t〕ve煎氏（1905）は細胞と橿3く

は染色休との聞に！・堵る關係のある第を提ll昌して以M〈　，細胞厚L．1：の煎要な一問題として多くの人

々にょり、種々の生物に就て研究されて來た。而して核細胞比とその細1胞～k理脇的關係に就て

は共の見溺を異にするものがあるが、（：1：LI：工orLwig，烈Ol㍉1908．　l　Minく1七，1tr　［）1，，191）8、，1913，；

（，；6ukli／1，1912．；｛，駄）一般にう｝化低き同一纏綴内の系ll！胞に於ては11αLwig域説の域立を肯定

し、叉ヱ3（，verl氏説も多くの場合是認されて店る。

　鎌に於ては、勝イく博士（二去こil三L一例モ）が「デイプロd，ド」鎌に就て始めて・典の問題を取扱つ

たoそして精母細胞に於ても、典の細胞と核の大さの開には一一黛の比があつて、正の塘關があ

るとなし、拠に細胞の大さ3くはイ；裟の大さと染色休の：1」lh＿のilljにも或る比のある事を隻↓出し7e。

凹1ち氏は獄を材料として，Hω’twig氏及び蝕，V媒i戊の説を書翻男しだのである。

　著者等は常に23個厭ヒの染色｛イくを宥する「ヘテロプロイド」轟につきて、該間題及びこれ

に關聯した溺f問1麺，劇ちヘテ1・プ1揖イド細胞に於ける染色f4く徽・』典の量・との關係、或は一一細胞

内に存在する染〔僚4超）贋鰍の楡索覆なし、昭和5年既に完成して居たが、種々の禦h｛∫の爲これ

を塑爽する機會を得なかつなQ今舷に」じの研究結果の大略を搬表する剛にする。

　　皿　材料及び方法

　材料ゐしては11｝27年搬生の第r：1洋特殊羅性職1雌の内の（蹴），（26），（57），と、亙1三常識の雄

との…代錐錘の精母li瑚包を用ひたwこの…ず亡口の卵は曹通卵1こ比して韓しく大であつて、共の

外見ヒより、rヂイブ12イド」撒以ヒの染色休を有する卯である鍍が、直ちに認識され海。塗労

の爲にその卵の大さを1｛i三する・と次の如くである。
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　　　　　　　N｛・，。　個休撒　　長律（」］’t”均偵）m．m，　窺徹（1ド均偵）m．m，

　　　　　　　24　　　　　　178　　　　　　1．4、49土O，CO29　　　　　　　1。ユ63：kO，0033

　　　　　　　2G　　　　　　134　　　　　　1，417thO，（jo23　　　　　　　1，155土0，0D27

　　　　　　　57　　　169　　　1．511±O．OO2［）　　　　、1，203訟0．0037

　　　　　支　101　塀a　　　　177　　　　　　1，266二』0，0023　　　　　　　　1，0dl8：』0．0020

　　　　　　　　　物蔚記特殊」塵II雄i三顕の特性に就ては1929窮三慮川動物墨剃鱗邑｛第一聡、：【931　tl｛

　　　　　　　　　13iol・Zon七ralL　51・，1929年櫨孫界報第31）巷滲照。

　この一一A代雑腫の孤齢期の睾丸を摘lllし、ヱOllin民液にて闘雄して「パラツイン」に対人し

　C；／iに切哉した。染色液は「Hoide仙ailゴ氏鐡ヘマトキシリン」を用ひた。

　細胞と核の大さの比｝lr交には精’冠：細”包の域長末期のものより、なる可く圓形に近きもの凌叢び、

とれをツアイス、アポクP・…一ト捌勿鏡1，5m，m，、コンペン羽妾lll襯（12）をrilひム1．・1’・・　Eツア

イヘン、アパラートにて紙上に蹴き、　プラr一メー一　77　一一　e以つて典の醐積を測定し、これを以つ

て細胞及び核の大さを表示するものとしTe。又一方これより細胞興の｝肺債をごlli：出した。

　細胞の大さと染色休数との關係に就ては、精1繍1胞第一申期のなるべく圓川：多に近き細胞紀選

び，前記と同様の方法によつて細胞の圃積を測定し之を求めTe。

　次に染色休数と染色休最及びその細胞の大さの比i陵には、前記の如き策～・中期の細旋去を燃び

ッアイヘアボク・マート接物鏡2n1・1ユ・・　｝コンペンス捌1翻1｛・18を用ひ、艦己の如く糸ll胞の面

積を求め、又染〔ム休をツアイス、アボクロマート接物鏡2in、m・、＝ンペンス接眼鏡30×を川ひ、

Abbe氏ツアイヘン，アパクー・トにて続hに紺き、更にこれを猫爲器付角予削顯微鏡にて撲火穂欝

し、ζれより染〔L体個々の面積を　．1〈め、共の総和を以つて一細胞中の染色休量となし疫。

　術1E常獄に就ても是と同襟の方法を川ひ，網者の比較に供しTc。又一方に於てはカーゼメ鞠

タ　・一を以つて絢胞噺面の糊國を測建し、参考に供した、

II1．實験の結果

　　　1．精母細胞に於ける核と細胞の大さ及び核と細胞質の大さの關係

　「ヘテロプロイド」獄及び正常獄の精母細胞成長末期の1婁の大さを測定したるに火々第一爽s

第二表に示す結果となつた。即ち1E常錨の核の火さは（第一表）最小3。5陣方e鵬，殻大5。36

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　一　表

　　　　　　　　　　　　　「デイプ・イド」鑓成長末」鵬ll胞の核の愛與

　　　　A．　　3。35　3．55　3，75　3．95　d．’L5　4．35　・k．55　di　，75　4。95　5．15　5．35　5，5応

　　　　　P．　　0　　　1　　　工　　　1　　6　　　10　　　9　　　9　　　7　　　3　　　3　　　｛，

　　　　　　　　　n：＝50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A。・・。一一…　階蔽ffこ

　　　　　　　　　M＝三匹・5DO土0．055　　　　　　　　　　　1P…・・…・避員鞭

　　　　　　　　　δ講ri：0・393±O，（，39　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n・・。・・・…　畜慰員数

　　　　　　　　闇～「・CL＝’±8。58±：0・858％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ～正…　鴨・9・・2FJ匂f罫1｛

　　　　　　　　　（箪位はヱ防Cm）　　　　　　　　a・…・・…標～興偏藻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v．c．一・・…礎異係数

　　　　　　　　　　　　　　　　　第二衷
　　　　　　　　　　　「ヘテロプロイド」窟戊長＊期細胞の．隈の鱒異

A，　d．354．55A．754．955．’｛55詔55。555．755．1ナ56．156，言156．556，756．；，57．157．357．5話7．75

P．1011631S6（S　64：t　72101　　　　　　　　　　　　nヨ55
　　　　　　　　　　　ム［‘＝＝6，077」：｛｝．（，つ1

　　　　　　　　　　　呂。紫±（｝．6751k－O．OCS，L

　　　　　　　　　　v・q翻±↓1．11士：し〔）72％
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）ド加mにして、共の訟卜均憤は4，5｛）±0．055築方em、標確偏艶は士O．39；1±0．039亭力cmと

な購の鱒1係撒は±蹄8±o・578％であつた。（以下玉’敵㈲蒲して「’・テraプ財ド．隙

に於て蚊（策二淡）核の最小4，．35」殴大7．75にして、共の準均f資はll．077士0．091標準偏潴

は±0・（｝75±0・064となり、共のi墜異係敷は：ヒ11，116±：0，723であっだ。

　次に之等の細胞の大さは第三表及び第四爽に示す如く、正常鷲にては（舞三表）そのゴ劇・

　　　　　　　　　　　　第　三三爽

　　　　　　　　「デイプロイド」獄成畳末期抑1胞の韓異

A．　　　：正o　　　：民1　　　：12　　　：113　　　：1盛　　　：15　　　7i6　　　：17　　　：1，9　　　：〔5，　　　2（，

P．　　（1　　：1，　　1．s　　5　　P　　12　　6　　9　　4　　1　　‘｝

　　　　　　　n課50
　　　　　　　N，謂’15．1，｛S｛｝：1：（1．Σ56

　　　　　　　｝；＝＝i－’t。i　ll　r）e：ヒ｛｝。’備：L

　　　　　　V．（〕・襯士11，97窯1。24‘1％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　四　：i凝

　　　　　　　　　　　　　「ヘテロブmイi3」鍛成長＊期翻1胞の継異

　　A・　　：量5　　　116　　　コ7　　　コ臼　　　：t9　　　20　　　21L　　22　　　23　　　2｛t．　　L，5　　　2‘s　　27

　　1，⊃．　　：t　　2　　2　　7　　4　　］L／t　：正⊂｝　5　　6　　fk　　2　　：t　　｛，

　　　　　　　　　　　　　n謂55
　　　　　　　　　　　　　M．：20．（5e　icO．325

　　　　　　　　　　　　　　a謂：1L，。d：t66±（，．23

　　　　　　　　　　　。．v．c，＝，　te：L↓．73土o．764％，　．　、　、　．．　．，，，　．

11．00最火19・00にして、共の）・lsc均槻は15。160±O．256標準偏繋及び襲異係1敏は央々士1．815

±O・181・士11・97±1・246となり、「ヘテμプロイド」獄に於ては、典の最小15．00最火26．0（》

にしで・典の亭均偵は20・COO±0．325，標～｛1…傭盤及び攣異係数は夫々土2，416±0，230、11．73

±0．7曝であつた。

　正常獄及び「ヘテPプロイド」猷¢）納胞質の大さを算川し海るに央々第職爽及び第六表に示

　　　　　　　　　第．yil炎

　　「デイプロイ町獄伐畳末期細胞の細胞質の攣異

A，　7　　8　　9　　10　　：1．1　　12　　：‘3　　：ltt．　：15

1♪．〔｝6i〔｝工IL　86613〔，
　　　n講5（1
　　　込工．＝r：10．56（，±O，2正6

　　　　δ＝課±：1陰7並5盛±｛｝曾IL7・1

　　、T．e，＝：ヒユ6，529：i：：t，697

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第六表

　　　　　　　　　　　「ヘテロプロイド」鍛威長末脇細胞の細胞質の愛異

　　　　　　“ヘレ　　　：to　　　：正1　　　：i2　　　13　　　：1張　　　コ5　　　16　　　：17　　　1S　　　：19　　　2｛，

　　　　　　P・　　1　　3　　3　　9　　13　　1（，　　5　　6　　些　　O　　：L

　　　　　　　　　　1ユ環5償

　　　　　　　　　M，＝＝z・1．5S：正：ヒ｛｝．2鴨

　　　　　　　凸゜’δ』玉2．o藁2吐olユ9丞’”　　　　“　　　　1』　　’

　　　　　　　　　「V．C，：富；量：1d．005：ヒ：［1．361％

すが如く、正常獄に於ては（第五衷）其の最小8．0最大14．0にして、共の挙均儂は10．560

±O・2・i6標醐稿差及び鍵異係数は夫々±1，745±0．174、士】6，528±1，697となり「ヘテロブロ．f

ド」の第六表最小は10・0最大20・Oにして、共の亭均憤は1・i・　，　r）81±0．275標ill圭偏盤及び愛異
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にて示す）。

帥ち翻粕休の擁は厳糊の楓鮒しては識欲さ・欄庭1勺鰍（δ）汲酔齢｛

第　一　圃　　「ヘテロプロイド」獄「デイプロイド」猷の

　　　　　　　　核と細胞との開係　　　　　　　’
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に劇する關係的愛異（V，G）を共に大ならしめ，細胞質に劃しては、典の大さ、及び絶劃的愛

暴（δ）を大ならしめて居るが、關係的攣異（V．C，）は「デイプPtイド」のものより反つて小

さい結果となり、而して細胞全休として見れば、典の大さδは共に大となり、V・（工に於ては

大霜なき紬果を生じプと。

　次に之等「ヘテ・プ・イド」驚及びfl三常齢震の精1繍1胞成長宋191に於ける核の大さと細胞の大

さとの關係を見る1・C’ A策一闘に示す如く爾濟共に概ねオ側以たる蕉の糊銅ある事を示し、叉核と

細胞質との大さの制關曲線に於でも、第二圃に見る如く前謝と棚似てv典の問に拶少の、il三の1：ll

l粥があるものとラ塔へる導τが出i來るo

2．第碗申期の染色体緻と細胞め大港との關係

　　（イ）　染色休数

　「ヘテT：プロイド」鴛に於ける卵…lll㌘母細胞の塾色休数は㌶1七爽に示す如く絢1泡イill！休によつ

て相鎚り、最少11　o個、最多48個にして、共の？ド均偵は4｛）．（、4±〔｝、蟹9となりjl縦を鑓の28佃

を趨ゆる事12佃である。而して典のδは：ヒ3．£07：ヒ0．176、V・C・は±8，0ユ9庶0．17｛1となるQ

面一一細胞内の染色休個汝の火さ9こ於ても，iii僧舐のそれに比しVご菩しく鱒化に富む嬢は後に越

べる勿1くであるc

　　　　　　　　　　　　　　　　　錦七淡
　　　　　　　　　　　　　1’ヘテVlプpaイド」獄の塾色体数の麹～「1き

　　　　人，　　3【♪　31，　32　33　［）・k　35　3G　37　3，g　39　d．o　‘臼，　娼　‘昆3　d，d，　葡　d．6　47　4s

　　　　I）．　　　　1　　　1　　　1　　　2　　　2　　　G　　　7　　：誓3　　コ2　　26　　21些　＋S6　　：i8　　TIO　　16　　　6　　　1　　　2　　　2

　　　　　　　　　　　　　n＝：ユ65
　　　　　　　　　　　　M。＝睦〔，．〔）d」：ヒ〔レ．2撮｝

　　　　　　　　　　　　　呂，＝＝：と：3．2075dヒ（）．：J．7（S

　　　　　　　　　　　V．C，・＝：L－，9．侃（⊃出｛，．磁【｝％

　　　　　　　　　　　　　　　　　鋸八　爽

　　　　　　　　　　　　　「ヘテロブロイド」獄第一中期細iltuの墾異

　　　　A．　　17：18：IV　20212223242525　Lt72S　2V　303’13233ミ琳353637333V　4〔タ‘蹴

　　　　1，。　　1　：正　2　3　6　8111．S雛19　il　8コ、11413　5　3　1　3　〔，　’董　工　II，〔レ　0　1

　　　　　　　　　　　　　1）　＝：t65

　　　　　　　　　　　　11・r．葺冨26り＄15±0聖289

　　　　　　　　　　　　　δ．潔牽3．7⑪7十〇．‘adio

　　　　　　　　　　　V．C．＝＝±瓢，oS7±く｝．71J⑪％

　　　　　　　　　　　　　　　　　策九衷
　　　　　　　　　　　　　「デイプロイド」獄鶯一rl竃期細胞の礎異

　　　　　　！、．　　コ6　　17　　：藍8　　コ9　　2く｝　　211，　　22　　23　　2d　　25

　　　　　　P，　　　3　　　7　　13　　：1，’1．　　：17　　　5　　1’［　　　d，　　　5　　　2

　　　　　　　　　　　　　n　ce　78，

　　　　　　　　　　　　M．＝19．91｝Shト｛L252

　　　　　　　　　　　　　δ．＝±2。233±（）．17S

　　　　　　　　　　　V・C・＝±1：t’コ6G±0．9〔t5％

　　（P）　細胞の大さ（圓i面積）

「ヘテロプロイド」獄の第一中期綱胞の大さは節八表に示す如く興の最小は17（玉願齢網～方em。）

最大41にして、共の亭均俄26．315±0．288、δ及びV．C．は火々　：ヒ3．707±0．24（1、±14．087

±0．79である。而してユE常鎧4）それは第九表に示す如く、最小16．最大25にして、共の卒

均領は19，9D8士0．252．δ及びV・C・は夫々±2．233土0．178、±U。1GG土0．905となる9
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　　（ハ）　染色休数と細胞の大さとの關係
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数と細胞の大さとのil｝dには踊係なきものと制定される。
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　術換考の爾に細胞の醐圓を以つて、その大さを蓑はせるものにつきて染色休数との關係を見

るに、第四岡の如く溜ll胞休噺面積によるものと1烙ぼ同様である。

　　3．第哨中期の染臨体量と細胞の大さとの關係

「へ沖プ呵ド」tttewSbe一中購1馳の染色イ糧をその獅π猷の和を以つて示す聯＋rRの
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　　　　　　　　　　　　　　「ヘテロブmイド」歓染色休；硫の襲異
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っきて、この關係を見ても全く圃様である。

　璽に同一染色休数を有す嚇ll1胞の染色休壷と、その細胞の大さとの關係を綜合すると第六岡

に示す如くである。陣ちA曲線とB曲線を上ヒ較するに、興の一一織こ於てはjEの欄甜ある如

く、他雫には一箆の關係なきものと見る嘉がi．V，來る。

　　4．第一中期細胞の染愚体撒と染色体量との關係

　「ヘテPプmイド」鷲第一中期細胞の漿色休数と染色体最との關係を兇るに第六圖Aに示す

如くである。帥ち染色休藪の多きもの必すしもその量多からす、叉数少くなきもの必すしもそ

の量少なくはなVO。全休としては河冠壽の聞に一淀の相關なきものと見る事が胴ぐる。

　　5．第一中期細胞の染色体の吟味

　　（イ）染色休数と其の挙均の大さ。

　今策一・中期細胞に於てb染色休激28rlを有するユE常嶽、ヘテロプロイドの一にして常に

26nと大形の染色休一個合計27個を有するもの、及び過剰数を有する「ヘテロプロイド」の

各組に就いて、染色体一一・個平均の大さ、その標準偏差及び攣異係数を見るに、第十一表に示す

如くである。鷹1］ち28個27個のものに於ては、共の刊s均は夫々2・6697±⑪・076、2・8｛15±C）　・　OE’｝9

にして大差はないが、共のδ及びV・C．は‘27側のものが著しく大きい。（28佃のδ及び

V．C．はXi　k：ヒ0．698±0。053、25．906±2，128；27佃1こては火々　±1・033±P・　Opt‘　O、：ヒ36・057

±2．753。）而して過剰蹴の「ヘテロプロイドJにありては、2ト均憤及びδ等は各組によつて

署しく相異り、李均慨の最大は4・531±O・483にして・疋常識のそれより署しく大となり・最小
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54　　　　　　　　　　　認　　綿　　～｝～　　羅　　・‘；　　　　　　　　　ピ1・1藷．・

次に翻rヘテ・ヴ），i　dド」｛・：於ける鱒蹴1淵1轟鮒1撒脚こ・常嗣1㍗1購曜獄

り樋猷沖（第．卜畷）。良晦酬糖休び嚇ぺ醸酎・r’粥．：撒膝II一レい紺’

均の大さを愛化せしめる。（第．九圃）

　　Ocr）　i染色休の類別

鋼・＿表に示しカ・姐デ・1三㈱こ麟酬く以蹴：聯～4・2菖薦、描論撚・撫日・し

て「ヘテ。カイド」の染ωイ鵡｛．聯川・聯一・1・2膿で鼠7枷Ll蝋捌ぼ購』－t瀦

以下のものは刊麟酬・と見る胴糊い購以．1ψも岨＾細鷲・・糖翫璃斌L煽
ものは火略二偵鵜色休となす；働咄來るであら弓。A，　：．llの藩斜鱒糊示㌧書コ溺趨八糊の！llく窯．感

る。而してこの1搬より卿，ば馳｛轍の蝋紬ヴ耽・・鮒咽椰’，べ削・絶1纐飼ヤ

加するに從って一債染色休の数も増加する傾向があ♪妬泥れに拭1．，℃．1卜紺1徽の鰍噛のi・1セ

ニIS似hの劃腰色休の数少なく、“鱗蝋鯨竜・描雌伍轍』鷹随軸け二・礎・｛輔櫛

る。凹」蝶酎楡撫」ゆ1櫨含焔い．・1睡r琳鍵虻・1・州1離・．鰹・蝋襯紳謀鰍’翼

色撒との陳は負の欄1，］が泌のであ鵜畑・鵬1が1鰍鰍｝1鱈酬脚1釦棉・　納ゐ

大さとの鮒に負のイ州翻を～1£ぜしめたものであゐゆ

　翻の鞭色休ぱ元來火小不同であるから、或ゐ・・絨．．ll勲休力撫ジ’，1．1擁瀕酪．1紘1戸識紘1楓畷

能であらう。故に「ヘテ1げ11イド」に撫i罰一嬬5職脚訊鰍い｛｝繍‘1’凝1’｝

色休と考へる取購軌、、・が、侃…γ暉…イド．博於．ζ・聯・穏1碗購碍」富8㌧ll・

激観る聯伸1　廓す姐・麟嶺購染ゴ琳数：蹟慨1・囎：1贈・瀞．1撒蝋・“愚

錆　十　il剛　　「ヘプ1ロ71ロイド鑓の撃漁．1．｛・嫌㌶ポ額‘輝萱覧廼．鰭
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　　　　　　　　鞭色体敷硝

ものには二｛質染色休と考ふぺきものが　2S個より少なくsl憎　秘1以1響範ai羅1繍函右す鰭鶴》》縄

なると何れも　2S個を超過して屠るo　弼して1：評色休総数為　1．．飾～峯．鵠5　のii㌫冨斡繍爵荘蠕馨i数

（二債染色休と考ふべきもの）との附には疋の窮il錨が麟るもの占見咲》れるζp

　正常翻の染色休と、　27佃をイ∫するものS染色f4く及こ紬雛鵜rヘテtlt1”　llfl。1灘の鴨，。湘梅

脅の染色体を配列して一慣二1質及び多績藩色休セ類別餅ll示すれば隣∫i’島軽1の舞1く・・F鋤
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第二㈱　　　　　　　 ヘテ・プnd1環の綱色」獅胴腕　　　　　　　　　．59

　　　1V・實験結果の考察
　1　30ve）：i氏及びHor七wig氏の細胞と核叉は染色偉に蛮‘する醗は一一般に是認されてノ1弓るところ

であつて、麗にありては簸初勝木博：ヒ（大fl三7イ1）が是れを立識され海。

　署轡等も亦染色休が正’緻より多き「ヘテ・げ・イド」置勲糊繍1施成嗣ミ期のものに於て

は、核、細胞或は細胞質が、3く第一一rl’t期のものにては、染色休の：（il：及び共¢）細胞の峯均の穴さ

は例外なく「ヂイプロイド」獄のものより大なる窺を見出し7e。且つ域長宋期の荊1吸1間に於て

核の大さと細胞の大さとa）　illl　ec　．或は刻勲大さと糊包質の聞に「ヂイプ1図ドJの彫漫掬

似たる正の相關のある事及び「ヘテロプロイド」、「ヂイブロイド」のpKe　7〈の「カリオプラズマ」

比も亦殆んど岡様なる事を見た。即ち「ヘテロプロイド」の「カリオプラズマ」比は6，241、

「ディプμイド」のそれは6．（｝｛｝2である。かくして薯岩螺は「ヘテロブ1・イド」の成長末期稠

胞に於て、｝恥凝七輌g氏識の成3セニをたしかめた。

　然るに「」＼テロブT・tイド」鐡の第一中期に於ける細lj包問の、路色伶敷義その量、ε1絶休殿と

その細胞休の大臥或は£絶休量と細胞休α）大さとの聞には、棚しも…定の關係の存在を矧ll

　し得なかつた。

　　染色体撒とその蟹：一一

　ラ告しも染色休数が一→窺の倍律を以つて巡iむ翼蕉「ボリプμイド」であるならぼ、数と：騎との

闇にば一犯の闘係が成：瓶する事は明のごとであるが、勲に川ひ湘材料i、㌃薙色休の不規具1｝分配に

より、載は3く二儂、多債、一・償染色休等の不13凸期益成に因つたところの「ヘゲロブμイド」で

あるから、染色休数と典の量との開に一定の關係を発なV、のが當然である。帥ち鈷i色休数が少

なくともその内に二儂或は多偵染色休を多くイ∫するものは、一債染色休を多く窮する爲にその

染色休徽の多いものより反つて典の盃1購が多くなる場合があるからである。

　　染色体撒と細胞の大さ：一

　菓色休が纈糊物1を以つて進む「ポリプ・イド」に方きては、共の緻の増加1’畑彫染色休企瀧

の増加であるから、染色休数の増加は細胞の大さの触大となり、典の開に一一一）ttのF」iil係がある事

は明かである。　しかし前蓮の如く染色休撒と共の最との間に一・建の關係なき「ヘテロブ1：イド」

め場含には、染色休敗と細胞体の大さの聞にも亦一箆の關係の成立しない導1は當然であらう。

　　染色体燈と細胞の大さ：一

　核の大さが主として共の霧する染色休の：撫こよりて左右され、而して常に核の大さと細胞の

大さ或は細胞質の量との間に、或る一建の關係が成立するものならば，路色休彙と細撫休¢）大

ざとの聞にも、是亦一定の關係が域立せねばならないであらう。

　著者等の「ヘテロプロイド」翻の瘍合に於ては、成長宋期細胞にありては、核、組胞休或は

紬胞質の問に概ね「ディプロイド」のものと相似た曲線的關係を見出した（第一繊D而して共

の「カリオプラズマ」比も亦FI韓学同様であつたのであつた。

　然るに算一中期細胞に方きける染色休量と、その細胞体の大さの閥には一定の關係を見出し得

なかつた。かくの如き域畏末期細胞と第一申期細胞との不一致の原因が實瞼的葺チ繊にもとつく

itものとすれば、夫れは染色休彙の測定の瘍合の外はないものと蔚へる。然し「ヘテロブロイド」

細胞の染色休彙の相異は、第プd迂lllに示す如く一見朋かであり、且つ響考の一人（佐藤）は染色

休の描窩、披大、叉共の面積測定等に當り、出來得るだけの泣意を佛つたのであるから、大な

る實瞼的誤叢は無いものと信歩る。而して著脅等はこの不一一i致をi次1こ蓮べる如く他の原閣に1蹄

するものである。この原因を蓮ぺるに先立ちて、先づ粥一中期に於ける染色体量と細旋λ休の大

さとの聞に、一定關係の成立せざる原因について考へて見たいと思ふ。
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　染酬の側締鼠B・v副共他）によれば、各染色伽翻撒、大さ等1翻隈あるのみなら帆

その作月痙於ても各々‘1捌の個性を呉へて居るのであゐ。核の大きさが劇魏ll酎木批によ1♪で

定めらるSとしても、核内に含まる～染色休の種類が異なる1！寺は、たとへ1“：的には圃一・であつ

ても染色体帥ち澱傳困子の作用には自ら鵬あるべきは當然である。了酊してイ：檎の大さが細胞休の

大さを支配するものとしても、これは染色休の量と質との一一致せる膓脅であつて、例へば鉱ll｛

「ボリプnイド」にては、染色体藪の倍禅的増加レま直ちにその量の倍律糟加，となけ、且つ叉典

の能力に於ても同様の増進を來すものと思はれる。從つて核の触大、換滑す京Lば薙色休彙の嚇

加はそれに慮じて細胞の大さを増加せしめ、タ典の器官或は個体を大ならしめる：ll鰍明かであ

る。然るに著蕾等の「ヘテロプロイド」の場合の如く、その核内の染色体が岡種1司敷’〔3ない時、

換謬4ずれば各綿胞の有する染色休が鍛121勺に同一であつても、質的に異なる時は、たゐへ握の火

さが直接染色休の燈によつて定まり、而して岡最の染色休を倉むものが、同大の繕を有する～二

しても、典の能力には棚異を來し、從つて共の能力の繋異に慮じて夫々異なる影轡を共の荊li胞

休に與へねばならない。即ち塾色休最の同一・なるもの必すしも共の細胞依の大さ力書岡一とは限

らないからである。潜轡等の㌶∫一中期鋒！11胞に於て、典の染色体最と細胞休の大さおの周に一5難

の蘭係を見なかつたのは、此の灘由によるものと思はれる。

　染色休鍛が「ヂィプロイド」或は翼ユE「ポリプロイド」より少くなき場禽叉ぱ拶き膓合｛矯は、

共の個休は虚弱であるか、或は死滅するか．或は塩殖不能である嬢は、多くの人〃によりて研

究されて居る。藩者等の材料も是れとオ：r］似た揚合であつて，典の「ヘテr・プロイド」の欺熊は

翫十（11一のH十brT［’トe［v………或はllr＋（ll十；？1）ri’Fl⊃frt　’十　C、xr………（llLしar，歪㍉b、（1・，隷1）a：）如

きものであつて（第卜一表、第ヒ、八岡）．灘は！1鵬引iLつ礁弼〔不能であつたρ

　斯くの如き染色休を有するものN～1腱溺性や塗殖ンfく能の原凶は．染色休数のりト倍律的不規筑ll増

加の爲に、染色体Ellち遺偲因子相五脅…月jの準衡を麗爾Lして、細胞の琵活現敏に欠ll角を巫ぜしめ

る事に因るものと塘へる窺が出來るであらう。

　次に同一材料なる「ヘテPtプVイド」に於て、前述の如き成長宋期細淡9と㌶∫一中期細胞に方昏

ける不一致の原四であるが、此の現象は紬胞か時期の1・II異によるものと解し海いのである、脚

ち「ヘテロナロイド」内の過剰染色休に園つて起る遺鯨困子の不平衡は、絢胞乃生活現1寂に欠

陥を生するのであるが、早期に於ては（例へば域長末期頃迄）共の作用を爽はさ穿るか、或ぱ

その作用が極めて微弱なる爲に「ヘテロプロイド」内の：1［1規の「デイプT：イド」の力によりて

防墜され、自余の「染色体」と共に典の細胞を殆んど疋常的に獲育せしめ、而して或る時期に

到りて典の作用を現はし遽に越鯨因子作用の李衛を破り、細胞体に恩影響を及ほfすに到る事は

恰も或種の致死因子（西川、昭和五年、共他）の如きものであらうΦこの關係ヵ城長末期締1胞

に於ては殆んど正常獄の如く、核と細胞休聞【こ一定の關係を域立せしめたものが（第一襯）第一

申期に到りては染色休鍛と細胞休の大さとの間に一定の關係を域立せしめないと労ふ結果をひ

き起したものであらう。

　上述の如く「ヘテロプロイド」の雛一一中期細胞聞に方きては染色休藪と細胞の大さ、或は染色
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
休量と細胞の大さとの聞に、憎建の關係を見lisし得なかつたが、しかし「ヘテロヅロイド」細

胞（馳鷹のユ幽は40・0↓）のr納の大さは26・31t」・「デイプ財ド」にては忽幽19・9≦｝8に．

して、叉「ヘテロプロイド」の染色休最のzド均は112．778．「デイプロイド」にては75．r｝であ

る。核に於ても「ヘテロプロイド」の李均は6．077となり、「ヂイプロイド」にては4．59と

なつて居る。Ellち「ヘテロプロイド」は染色休鑓及び核共1こrヂイプμイド」より穴で齢つて、

且つ細胞の大さも蓬に大なる鰯を示し、ユド均償より見るll寺は工三Qw｝】∴i氏の論と一致し、決して

否定する事にはならないのである。
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　　染魯体敷の攣異及び染色体の大小：一

　染色休緻が各細胞によりて相異なるのは、綿胞分裂の際に於ける染色休の不挙均ジ｝灘もその

原因の一つであるが、染色休の結含による多偵染色休の躍成、或は共の分離によりて一慣染色

休を生する事も亦大なる源因をなすことである。而して紮色休の大さが「デイプロイド」のも

のに比して不同で、’游にそのδの大なることも．k蓮の如く二債染色体の外に多債或は一偵染

色体の幌在に婦囚し、3く染色休数の多きものは、一個亭均の大さが，染色休数少なきものに比

して小なるのは、前者の内に多くの一慣染色休を混在するのに四るの看あるQ（節十一衷、節九

圃及び第一ト囲滲照）

　　V．摘　　要
　1，　材料なる「ヘテT：プμイド」瀬の籾園：細胞節一・レll期の藁色体数は、　iE常戯より遥に多く

且つ共の数には醤しき鰭化があつた。

　2．「ヘテロブ1：イド」の染色休量は遙に「デイプliイド」謙1のものより多く、臓つ醤しき痩

異があつ陀。

3．「ヘテ1・プ呵ド」鷲の1…｝奪1繍1胞威長末期¢）核、翻鰍び綱距三質の大きさ或は弗一胆U1の

細胞の大きさはfll∫れも例外なく「ヂイヅraイド」鴛のものより大であつた。

　4．　成長来期細胞の核、細胞、細胞興の標準傭藻’δ）も亦常に「ヂイプmイド」獄のそれよ

り大であつた。

　5，　域畏末期細胞の核の愛興係数は「デイプPtイド」鍛のそれよ抄大きく、綿胞の擾異係数

は殆んど同様となり、而して細胞質の愛異係数は反つて小となつた。

　6。第一・・中期に於ける細胞の標准偏諮及び髄異係歎は・何れも同時期の「デイプlxイド」獄

のものより大であった。

　7．「ヘテロプロイド」の過剰染色休は、成侵宋期細胞の椴の大さには殆んど直接的に影響

するが、細胞に週する主なる影響は成長期後に現は身’しる。

　8，　「ヘテraプロイド」麓の域長宋期細胞に於ては、核と細胞或は細月包質の聞に弱き正のイ；i｛關

を見た。

　9．　第一’中期に於て、染色休敷と共の量との醐には一定の關係がなかつた。

　10．魏一中期に於て、染色休数と典の細胞の大さ、．及び染色林董とその細胞の大さとの間

にも亦一定の關係がなかつた。

　ユ1．「ヘテロプロイド」撒は細胞分裂・ウ1際に於ける染色体の不峯均分配，及び二偵、多偵或

は一・債染色休の生成による0

　12，「ヘテ孤プ・イド」内で染色休数の多きものには一慣染色休が多く混在し、染色休数少

なきものには多偵染色体が多く漉在する。

　13　「ヘテロプロイド」内の染色休数少なきものには二綴染色休の藪少なく、染色｛聰欧のblL）’

加と共に二債染色休の数も増加する。

　且，「ヘテロプロイド」の染色休一個‘1三均の大さには著しき痩異あり、共の大なるものは「ヂ

ィロプロイド」の畢均より遙に大きく、共の小なるものは叉「デイプロイド」の畢均より更に

小である。而して一股に染色休藪多きものめ堅均は染色休藪少なきもののそれよ9も小であ

るo（第七圖）o



62　　　　　　　　　　　　　　　　　微　　　　添糸　　　雄・　　靴　　　　」誌　　　　　　　　　　　　　　　〔第七撫

文　　獄

　　　　　　　1厩・・i，　「r・，1甑Z・】1…Stt：clle・・VU・b・r　die　AI蜘gigk・it　dc・K・r1．・彗・’t｝t　se　u・d　Zttllen；rulil　d・，・

　　　　　　　　　　　S’：elge1・Larven　vctn　d〔三r　Cliroin‘〕s‘，置r）enzn1’il　dcr　1～u．”」1でしu99器dien・jen｛L

「　　　　　　　　　　一一，　：‘907、　二くelle［㍗S吐udie11．’VI　1：）ie　I竺やntwicklung　di81，erm¢r　S畿eigcト］t；icel’．　」〔．」tl：．t．

　　　　　　　Cr川klin，　Il】．G，，19：1．2　Ccll　size　and！1udear　sizo．　」．　EXI〕，　Zu‘ユ1．，　X！L

　　　　　　　－一一一一・・，19：に21！Qdy　siza　and　cdl　size．　J．　MorPh．，　XXHL

　　　　　　　IIert、vig，　B．，　1、1，｛）3　　 疋丁bcr　Iくorve1皿t…｛｝1．1　V‘）ヒ1　ze11りUn〔l　l｛era窪rζ～£臼9　ul真〔l　i11：’L，　1｝こ：〔IC：UlUnl．v　　fflr　　藍i…藍，　　ll｝it1～、…1・藍，量1嫡

　　　　　　　　　　　zicru119　uncl　dic　［11cilu11g　d∈｝r　Zclle。　13iぐ｝1．　C｛：竃Atrtzll〕L　　）（XIIL

　　　　　　　－一一，19〔18　ULbem・ncuc　Pr〔｝bleme　der　Zc11elエlehre．．へ1℃hiv　f，　Ze11　tl｝！scliutig．．1

　　　　　　　木原均、rll本・喉．雄、馴野二峨礁　II1｛和六年　杣物染色イ｛‘・数の研究

　　　　　　　勝木喜董　大rtl三七イ1気　紬綿轟の細胞墨！’白研究　　　　　鰍襲試幻瞼場il艮li≧　弟三：三瀞

　　　　　　　MOrgan，コIJL：正｝，29　Tilc　tlle。1y‘’）f　9．｛ene・

　　　　　　　四川久　昭和汎年　錬鍛に於ける致死囚子　　．　　朝鮮宗融・1「チ府農1・厩武思翰場鱒：綜部報．驚　云15：リニ瀞

　　　　　　　佐藤i伶太郎　　昭和四年　　人爲的箪性並殖謂凱にオ党て　　　　　　融i那動物厚覧尉嬉；出　猿・…・轡

　　　　　　　1’hxrutaro　Sato．193：L　Un量el・ffucllninge且1　iilier．　die　kiinstliche：Pnrt！leTlc）tgetle　das鋤idCn町｝iI．ulellg．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1｝iり1，Z（tntri／）1』　絡：t．．

　　　　’　　　田中義謄　　ブdl三レ1“四｛1三　魂1解1り』轟皮壼｝1の5貴鯨と汲死腿F’　　　　ソ』州帝大1燧導…淵；’墨撚雑1㌫　　爵’シ・儀き

　　　　　　　　　7昭和九年　泄傳墨

　　　　　　　、Vi】son，工醤，IS．　：ユ1，25　饗he　ceH　hl　deve！QPllle竃）しaK蒐d　heredity。　New　Y｛，llく．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（於．1二μ．lll謙綜』嚇1露ll・i製校）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和．九ゴド1り1謬二・．ド1！：「1受ユ1；ll）、　　　　　　　　　　　　　　　　・

Cytological Studies in the Heteroploid 

Silkworm, Bombyx mori, L.

Harutaro SATO and Isao CHINO

（Bece呈ved　Qct．2tl＞．1934）

R6sしlm6

　　　The　present　paper　is　a　contrjbution　to　the　probl6m　of　the　variation　（》f

the　primary　spemユatocyte　in　the　heteroploid　silkwornユ．　Experiuユental　results

obtained　are　stimmarized　as　follows：

　　　ユ）　The　chromosome　number　of　the　first　metaphase　spermatocyte　ill　the

heteroploid　silkwbrmしIsed　as　the　material　was　far　nユore　than　diploid（28），1し

ranged　from　30　to　48．

　　　2）　Though　the　amount　Qf　the　chromosome　of　the　first　metaphase　sper・

matocyte　was　various　it　was　considerably　more　than　that　of　the　diploid　silk－

worm，
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　　　3）　Tlユe　size　6f　the　nucleus　and　the　size　of　the　primary　sl）ermatocyte　in

the　heteroploid　silkworm　showed　a　marked　variation，　as　cornpared　with　these

of　the　dip正oid　s｛lkwornユ，　The　former’s　were，　withouP　exeption，　considerably

larger　in　size　than　the　latter’s．

　　　4）　Between　the　nuclear　size　and　the　size　of　the　primary　spermatocyte　a

low　positive　corre工at｛on　was　found，

　　　5）　There　was　alsσalow　positi▽e　correlation　i）etween　the　cyヒoplasm　and

the　nucleus　of　the　Primary　spermatocyte．

　　　6）「The　correlation　I）etween　the肌imber　of　the　chromosome　and　tlle　amount

of北in　the　first　metaphase　spermatocyte　was　clenied．

　　　　7）　There　was　no　correlation　between　the　chromosoine　number　and　the

size　of　the　first　nユetaphase　spernユatocyte，

　　　　8）　No　correla’tion　was　found　between　the　amoしmt　of　the　cht’omo3Qme　and

the　size　of　the　fi1’st　metaphase　spermatocyte，

　　　　g）　Sevei；al　kinds’　of　chrQmosomes，　univalent，　bivaletユt，　and　polyvalent，　were

foLind　in　the　first　Metaphase，

　　　10）There　were　more　u1ユivalent　chromos。1nes　ill　hl黛her　heteroP1。ids　than

il　lower　heteroploids，

　　　11）　The　number　of　the　p◎1y▽alent　chromosome　in．　hig1ユer　heter◎ploids

was　less　than　that　of　lower　heteroploids．

　　　12）　The　po写itive　relation　was　found　between　the　1ユumber　of　the　bivaleilt

chromosome　and　the　total　nunlber　of　the　chromosome，

　　　13）Mean　sizes　of　the　chromosome　in　first　metaphase　spermatocytes　varied：

some　of　them　were　Iarger　and　others　sinalldr　than　the　mean　of　tlユe　chromosome

of　diploid　cells．　And　the　mean　of　higher　heteroploids　was　generally　smaller

than　that　of　the　Iower　heteroplぐ｝ids．

　　　　　　（lmperial　College　of　Sericulture　and　Silk・industry　Uyeda，　Japan・）
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